
福祉懇談会（新関地区） 

 

日時：令和５年７月１１日（火）13:30～15:00 

会場：新関地区コミュニティセンター 

出席者 

新関コミ協 渡辺会長、長谷川副会長、松田副会長、山﨑会計、吉田事務局長 

      間防災部長、土田安心安全部長、髙橋安心安全部副部長 

松屋福祉健康部長（支え合いのしくみづくり構成員） 

秋葉区健康福祉課地域保健福祉担当 佐川保健師  秋葉区社協 横山事務局長補佐、熨斗、時田 

 

 

 

  課題・具体的な取り組み（現況） R5年度の取り組み 備考 

防
災 

講
演
会 

・防災の活動は 6月までに実施できた。 

・災害時の女性の力をテーマに講演会を実施した。 

■防災講演会 

・女性の活躍について考えていきた 

 い 

コミ協防災部 

訓
練 

・小学校、保育園、コミ協合同の避難訓練を実施できた。 

・コミセンの消防訓練に 50名ほどの参加者があった。 

・消防訓練に児童クラブも参加し、高学年の子どもたち 

 が低学年の子の誘導をしていた。 

■防災訓練 

・継続して実施 

コミ協防災部 

自
治
会 

・自治会からコミ協へ報告してもらう予定が、コミ協の 

電話がつながらないトラブルがあった。 

・当日のアクシデントも良い経験となった。 

・災害時、他の町内と連携していくことも大切。 

・自治会ごとに想定される被害が違う。（水害の恐れがあ 

る町内もあれば地すべり等が危険な町内もある） 

・違う内容の防災訓練もやってみたい。 

・要支援者名簿が区から届くのが遅れている。 

■防災の日 

・町内の取り組みの様子を聞いてい 

きたい 

・隣組で連携できるしくみがほしい 

 

 

 

 

 

コミ協 

自治会 



  課題・具体的な取り組み（現況） R5年度の取り組み 備考 

安
心
安
全 

見
守
り 

・月 2回青パトを実施。（3名で交代して回っている） 

・クマ、イノシシ、サルの出没や事件等のときに臨時で 

青パト回ることもある。 

・クマ、イノシシの出没多く臨時の回数も多い。 

・子どもの登下校の見守りを行っているが、危険なこと 

などはなかった。 

・自治会によっては、実情に応じて、子どもの登下校の 

つきそい、見守りを行っている町内もある。 

・子どもたち元気に挨拶をしてくれる。 

・町内の中など誰か分からないときには、子どもからの 

元気な挨拶がない時もある。 

・町内に子どもが少ない。 

■青パトの継続 

 

 

■子どもの見守り 

・顔の見える関係づくり 

コミ協安心安全部 

 

 

コミ協 

自治会 

子
ど
も 

児
童
ク
ラ
ブ 

・今年度で 5年目の運営となる。 

・子どもの人数が増えているため、支援員も 3人に増や 

した。（R5 通常 31名、夏休みは 5名増える） 

・スタッフの疲労が大きいため、増やしたいが経験や人 

件費の問題もある。 

・七夕飾り、ふれあい祭り、作品展、つるし雛を通して 

自然に地域と交流できている。 

・児童クラブを通して子どもたちも地域との関わりがで 

きている。 

■多世代交流 

・児童クラブを通して自然な形で子 

どもを巻き込めるような事業を継 

続していく 

コミ協 

人
材
育
成 

・顔を知っていることで連携がしやすくなる。 

・マスクをしていると顔が分からない。 

・子どもにいい思い出を作ってあげたい。 

・郷土愛を育てたり今後の地域貢献につながっていく。 

■子どもを地域で育てる コミ協 



連
携 

自
治
会 

・自治会との連携大切。 

・自治会と話し合いの機会を持ちたいが自治会も忙し 

い。 

・コミ協事業については分かりやすい文書を作って工夫 

している。 

・ふれあいまつりについて説明会を実施し、協力を得ら 

れた。顔を合わせることは大切。 

・自治会によって認識が違う。 

■自治会との連携 

・協力が得られるよう取り組みを工 

夫する 

コミ協 

高
齢
者 

移
動
支
援 

・今後考えていく必要がある。 

・来たい人が来れるようにしていきたい。 

・大きなイベントのときなどにバスを回すなどできたら 

よい。 

・健康相談を行ったときに移動手段のない方は相談して 

くださいとしていたが、連絡はなかった。 

・送ってもらう人も多い様子。 

・町内ごとに乗り合わせできるか検討するのもよいが、 

事故の心配もある。 

・ふれあいまつりに合わせて考えていくのもよいかも。 

・小口のタクシー会社がつぶれたため、融通が利かなく 

なった。 

・バスの下新線のルートを区と検討しており、来年度か

ら少し使いやすくなる予定。（路線自体は変わらない） 

・こぐち苑との連携も考えていきたい。 

■移動支援の話し合いの場を設ける 

・課題の整理 

コミ協 

周
知 

会
報 

・会報を年 8回発行し、こまめに出して新鮮な内容を届 

けるようにしている。 

・会報を通してコミ協の事業を周知できている。 

・会報の作成は１人で行っており、大変。 

■会報の作成 

・継続して実施 

コミ協 



 


